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今
年
五
月
、
日
本
創
成
会
議
が
、
二
五
年
後
に
は
全
国
市
区
町
村
の
半
分
で
三
九
歳
以
下
の
女
性
が
半
減
し
、
人
口
減
少

に
よ
り
消
滅
可
能
の
危
機
に
直
面
す
る
と
い
う
報
告
を
発
表
し
騒
動
に
な
っ
て
い
る
。
以
前
か
ら
、
日
本
全
体
で
は
二
〇
五

〇
年
に
一
億
人
以
下
、
二
一
〇
〇
年
に
は
五
千
万
人
以
下
に
な
る
と
発
表
さ
れ
、
薄
々
は
危
機
を
察
知
し
て
い
た
も
の
の
、

個
別
の
地
域
の
名
前
ま
で
明
示
さ
れ
て
消
滅
と
い
う
過
激
な
表
現
で
発
表
さ
れ
、
衝
撃
が
増
幅
さ
れ
た
。 

 

歴
史
を
振
返
っ
て
み
る
と
、
人
口
の
減
少
に
よ
っ
て
国
家
が
衰
退
や
消
滅
し
た
事
例
は
数
多
く
存
在
す
る
。
中
世
か
ら
近

世
に
か
け
て
地
中
海
域
の
覇
者
で
あ
っ
た
ベ
ネ
チ
ア
は
一
六
世
紀
以
降
、
結
婚
す
る
若
者
の
比
率
が
激
減
し
て
一
八
世
紀
に

滅
亡
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
東
西
に
分
割
さ
れ
た
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
東
側
か
ら
西
側
に
人
口
が
大
量
に
流
出
す
る
こ

と
で
東
独
が
消
滅
し
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
人
口
減
少
が
確
実
に
な
っ
て
き
た
日
本
も
安
閑
と
で
き
な
い
の
は
事
実
で
あ

る
。 

 

そ
こ
で
浮
上
し
て
き
た
の
が
移
民
政
策
で
あ
る
。
日
本
は
先
進
諸
国
の
な
か
で
は
、
異
例
に
移
民
人
口
比
率
が
低
位
の
国

家
で
あ
る
。
四
二
％
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
は
人
口
五
五
万
人
の
小
国
で
例
外
と
し
て
も
、
ス
イ
ス
の
二
七
％
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
一
六
％
、
ベ
ル
ギ
ー
の
一
五
％
な
ど
と
比
較
し
て
、
日
本
の
一
％
と
い
う
数
字
は
際
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
後
、
毎

年
五
〇
万
人
の
移
民
受
入
を
二
〇
年
間
継
続
し
、
一
千
万
人
の
移
民
に
よ
り
人
口
減
少
を
阻
止
す
る
と
い
う
議
論
も
登
場
し

て
き
た
。 

 

実
際
に
人
口
が
停
滞
し
て
い
る
先
進
諸
国
は
軒
並
み
移
民
政
策
を
推
進
し
て
お
り
、
二
一
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
一
〇
年

間
で
、
ス
ペ
イ
ン
は
移
民
人
口
比
率
が
五
％
か
ら
一
五
％
、
イ
ギ
リ
ス
は
八
％
か
ら
一
二
％
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
六
％
か
ら
八
％
、

フ
ラ
ン
ス
は
一
〇
％
か
ら
一
二
％
と
増
加
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
北
欧
諸
国
は
急
速
で
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
三
一
万
人
（
人
口

全
体
の
七
％
）
で
あ
っ
た
移
民
が
六
二
万
人
（
一
二
％
）
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
一
〇
〇
万
人
（
一
一
％
）
が
一
四
三
万
人
（
一

五
％
）
に
増
加
し
て
い
る
。 

 

そ
の
結
果
、
全
体
の
人
口
も
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
一
一
％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
七
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
良
薬
に

は
副
次
作
用
が
存
在
す
る
。
二
〇
〇
五
年
の
パ
リ
郊
外
で
の
移
民
の
暴
動
の
頻
発
、
二
〇
一
一
年
の
オ
ス
ロ
で
の
移
民
推
進

反
対
を
理
由
と
す
る
連
続
テ
ロ
事
件
、
二
〇
一
三
年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
都
心
で
の
移
民
の
暴
動
が
有
名
で
あ
る
が
、
今
年

の
フ
ラ
ン
ス
の
欧
州
議
会
選
挙
で
は
移
民
反
対
を
党
是
と
す
る
国
民
戦
線
が
最
大
得
票
を
獲
得
す
る
な
ど
移
民
反
対
勢
力

も
拡
大
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
文
化
摩
擦
を
回
避
す
る
た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
を
提
案
し
た
い
。
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
の
設
置

比
率
が
世
界
の
六
〇
％
と
い
う
九
〇
年
代
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
現
在
で
も
日
本
は
三
四
％
で
世
界
一
位
の
ロ
ボ
ッ
ト
大

国
で
あ
る
。
し
か
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
命
令
の
ま
ま
作
動
す
る
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
時
代
か
ら
、
自
身
で
状
況
を
判
断
し
て
作
動
す

る
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
時
代
に
移
行
し
、
そ
の
主
要
な
利
用
分
野
も
製
造
産
業
か
ら
介
護
や
娯
楽
な
ど
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
移
行
し

は
じ
め
て
い
る
。 

 

政
府
の
予
測
で
は
、
現
在
の
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
全
体
の
売
上
の
一
四
％
程
度
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
二
〇
年

後
に
は
五
〇
％
を
突
破
し
、
市
場
規
模
も
五
兆
円
に
増
大
す
る
。
そ
の
う
ち
病
人
や
老
人
の
介
護
に
対
応
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
も

四
千
億
円
と
な
り
、
現
在
の
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
の
国
内
市
場
規
模
一
五
〇
〇
億
円
を
大
幅
に
上
回
る
と
い
う
推
定
で
あ
る
。
そ

し
て
日
本
は
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
と
同
様
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
分
野
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
も
数
多
く
の
優
秀
な
製
品
を
開
発
し
て
い
る
。 

 

ア
ニ
ミ
ズ
ム
を
背
景
と
す
る
日
本
文
化
は
西
欧
文
化
と
相
違
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
拒
絶
し
な
い
。
民
間
企
業
の
調
査
で
は

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
受
容
す
る
と
い
う
老
人
の
比
率
は
八
〇
％
を
突
破
し
て
い
る
。
粗
野
な
人
間
の
介
護
よ
り
は
歓
迎
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。
人
口
減
少
へ
の
懸
念
の
理
由
が
労
働
人
口
不
足
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
文
化
摩
擦
の
発
生
す
る
移
民
よ
り

も
、
日
本
文
化
を
維
持
し
な
が
ら
問
題
を
解
決
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
う
選
択
も
可
能
で
あ
る
。 


